
令和７年度 活動計画

『まち結びの会』～大野地区地域づくり～

取り組み概要（案）
春
（
４
～
６
月
）

◎大野地区まち歩き＜流雪溝の水は、どのように流れているの？＞
本市は豪雪地帯であり、冬場になると雪の排雪に追われている。令和６

年度の地区別座談会でも除雪にかかる不安や困りごとが多かった。今回、
除雪にかかる流雪溝（排水側溝）について、実際に見てみる。
地区での困りごとについて、何か解決に繋がるとよい。

夏
（
７
～
9
月
）

◎「流しそうめん」ｉｎ大野地区レクレーション大会
若者のアイデアの実現の１つとして、昨年度はじめて実施し、好評だっ

た「流しそうめん」を今年度も実施する。
昨年度の反省点として、レクレーション大会との時間の調整、当日の運

営の方法について、地区スポーツ協会と連携して実施するなど人材確保も
含めて検討する。

秋
（
10
～
12
月
）

◎亀山紅葉自然観察会
身近な亀山の何気なく見ている自然について、講師を招いて説明をいた

だき、改めて亀山の自然に触れるとともに知識の向上を図る。同時に大野
市の地下水がこの自然と、どのような関わりがあるかなども聞くことがで
きるとよい。

冬
（
１
～
３
月
）

◎冬物語でのミニ灯ろう、雪だるまづくり
若者のアイデアの実現化の１つであり、雪にちなんだ取り組みとして昨

年度企画した冬物語での取り組みについて、大雪のため中止となったため、
今年度改めて取り組みを実施できるとよい。昨年度と同様、高校生ボラン
ティアの協力も得られるとよい。

＜4月10日会議にて＞
・課題解決につながる取り組みができないか
・昨年度取り組みの、流しそうめんや冬物語参加は継続でよい。
・今年度は、年間を通じて、水(雪)に関係する取り組みができるとよい。


